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第 4 章  駒 林 遺 跡 第 3 5 地 点 の 調 査

Ⅰ　遺跡の立地と環境

　駒林遺跡は、亀居遺跡付近を湧水源とする福岡江

川の右岸、武蔵野台地の一段低い立川段丘面に立地

し、標高 12 ～ 15 ｍ前後の平坦地を形成する。もと

もと遺跡の範囲は南北 300 ｍ、東西 800 ｍの範囲で

あったが、2002 年～ 2004 年に行った駒林土地区画

整理事業に伴う試掘調査の結果、大溝を検出した南北

160m、東西 80m の範囲に遺跡を縮小し、さらに地

下式坑を検出した周辺を駒林新田前遺跡として独立さ

せ、新たな包蔵地として 2004 年 3 月に追加した。し

かし、第３地点で検出した溝と過去の試掘調査で検出

した溝の配置を再検討した結果、一辺 140 ～ 160m

の台形区画に溝が巡る事が明らかとなり、2008 年２

月に再び遺跡範囲の変更増補を行い、北側の葺石と板

碑を検出した駒林中世墳墓と東側の地下式坑を検出し

た駒林新田前遺跡を統合した。区画整理後は開発が進

み、宅地と商業地に変貌を遂げ、部分的に畑が残って

いる。

　周辺の遺跡は 500m 下流に福岡新田遺跡、南側に

も地下式坑を検出した富士見市の稲荷久保北遺跡があ

る。2002 年以降の試掘調査の結果、幅５m、深さ２m

の大溝や荼毘跡、縄文時代の集石土坑等を検出する。

Ⅱ　調査に至る経過と概要

　調査は宅地造成に伴うもので、原因者より 2017 年

6 月 26 日付けで「埋蔵文化財包蔵地の開発事前協議

書」がふじみ野市教育委員会に提出された。申請地は

遺跡範囲の北部に位置する。原因者と協議の結果、遺

第 21 図　駒林遺跡の地形と調査区 (1/5,000)
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第 14 表　駒林遺跡調査一覧表

地点 所在地 調査期間(　)は
試掘調査 面積(㎡) 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

86-1 駒林字南原353・354 19868.13～25 1,536 範囲確認 溝、土師器 埋文(Ⅸ)
91駒林

新田 駒林新田727-1-3 1991.8.3 2,186 共同住宅 遺構遺物なし 埋文(14)

92 駒林字南原341 1992.9.16～18 987.6 共同住宅 遺構遺物なし 埋文(15)
95 駒林字新田前271-2 1995.11.8～24 231 個人住宅 溝1、遺物なし 埋文(18)
96 駒林本町153-3・4 1996.6.10～13 231 個人住宅 遺構遺物なし 埋文(19)

97-1 駒林新田前266-2 1997.5.8～12 132 個人住宅 溝1、遺物なし 埋文(20)
97-2 駒林字新田前223 1997.5.9～15 991.55 共同住宅 溝1、遺物なしピット1、須恵器片 埋文(20)
97-3 駒林字新田前291-1・2 1997.10.6～17 991 診療所 溝1、甕、すり鉢片 埋文(20)
98 駒林字新田前312 1998.8.10 234 個人住宅 遺構なし、陶磁器片 埋文(21)

99-1 駒林字南原424-2・20の一部、23 1999.4.9 330.38 個人住宅 遺構遺物なし 埋文(22)
99-2 駒林字南原394-2 1999.5.25 125.91 個人住宅 遺構なし、陶磁器片 埋文(22)
99-3 駒林字南原420-1 1999.7.1 1,322 礼拝堂 溝1、遺物なし 埋文(22)
99-4 駒林字南原344-2 2000.1.18～20 785.79 共同住宅 溝1、遺物なし 埋文(22)
01 駒林702・717の一部 2001.8.27～9.5 300 宅地造成 遺構なし、板碑片 埋文(25)

02-1 駒林字新田前238、240～242-1の一部 2002.6.3～21 650 区画整理予定地 溝1、遺物なし 埋文(25)
02-2 駒林字新田前243～245 2002.8.9～30 275 区画整理予定地 溝1、遺物なし 埋文(25)
02-3 駒林字新田前261-2、263、264の一部 2002.8.30～9.19 1,120 区画整理予定地 土坑1、遺物なし 埋文(25)
02-4 駒林字新田前280～282-2、290、292-1～298 2002.11.11～27 1,150 区画整理予定地 溝4、遺物なし 埋文(25)
03-1 駒林字南原364外43筆 2003.4.25～12.22 7,278.5 土地区画整理 溝3、遺物なし 埋文(26)
03-2 駒林字新田前263、273、275 2003.5.16～21 558 土地区画整理 溝1、遺物なし 埋文(26)
04 駒林字新田前281 2005.1.7～24 1,487 範囲確認 溝1、カワラケ、動物の歯、骨 埋文(27)
1 駒林土地区画整理事業地内20街区4・8・9 2006.7.13～28 646 共同住宅 堀跡、荼毘跡検出 市内3
2 駒林土地区画整理事業地内17街区7・8の一部 2006.11.21～29 421 専用住宅 堀跡検出 市内3
3 駒林土地区画整理事業地内21街区3・4の一部 2006.11.30～12.18 1,916 店舗 近世遺構建設 市内3
4 駒林B地区7街区3・4 2007.6.11～13 1,866 共同住宅 縄文：土坑1 市内4

5 大字駒林字新田前256(仮換地指定30街区2) (2008.4.9～16)
2008.5.30～6.28 509 分譲住宅 縄文：集石3、中近世：地下式坑1、竪穴

状遺構25、溝4、柵列、ピット 市内5・6

6 大字駒林字新田前248-2(仮換地1街区27符号1) (2008.8.27) 257 個人住宅 遺構遺物なし 市内6

7 駒林土地区画整理事業地内28街区5画地 (2009.2.3)
2009.2.4・5 152 個人住宅 時期不詳の堀・溝跡2 市内6

8 大字駒林字新田前245-5 (2009.6.8) 132 個人住宅 遺構遺物なし 市内8

9 大字駒林字新田前284 (2009.7.22～30)
2009.7.30～8.5 892 共同住宅 縄文：集石土坑1、土坑2、ピット9、溝1 市内8

10 大字駒林字新田前288-1の一部 (2010.2.17・18) 400 個人住宅 遺構遺物なし 市内8
11 駒林区画整理事業27街区2、10画地、11画地の一部 (2010.4.12～21) 689.45 個人住宅 遺構遺物なし 市内10
12 駒林字新田前258-2(28街区12画地) (2010.7.14) 115 個人住宅 中世～近世：溝確認 市内10
13 新駒林3-722-1・3・4 (2010.7.27～29) 927 共同住宅 近世の土坑2、ピット11 市内10
14 駒林字新田前285～287、288-2・3(22街区内) (2010.9.1～8) 2,000 公園工事 遺構遺物なし 市内10

15 大字駒林字新田前266-3(24街区12符号) (2011.2.16・17)
2011.2.17 115 個人住宅 時期不詳の土坑1 市内10

16 新駒林3-706 (2011.5.2～25)
2011.5.25～6.1 1,454 分譲住宅 堀、溝1、井戸2、土坑2、ピット4、縄文

土器片、近世陶磁器 市内14

17 新駒林3-707 (2011.5.16～19) 495 分譲住宅

18 駒林234-2、238-2(仮換地)、31-4・5 (2011.4.28～5.2)
2011.8.25～31 238 個人住宅 土坑2、近世陶磁器類破片 市内14

19 新駒林2-305-1 (2011.11.28～12.5)
2011.12.12 671 分譲住宅 中・近世の溝1、縄文土器 市内14

20 駒林元町1-3-13 (2012.3.5～8) 178.8 共同住宅 土坑1 市内14
21 駒林元町1-3-13の一部 (2012.3.5～8) 110 個人住宅 ピット6、倒木痕1 市内14
22 駒林元町1-3-20 (2012.3.5～8) 118 個人住宅 遺構遺物なし 市内14
23 駒林元町一丁目4番12 (2012.4.10～16) 127 専用住宅 ピット2、溝3(うち1は掘状)、遺物なし 市内15
24 駒林元町二丁目1-7 (2012.5.16) 127 個人住宅 遺構遺物なし 市内15
25 駒林元町一丁目2番7 (2012.6.4) 212 個人住宅 遺構なし、土器 市内15
26 駒林元町一丁目5番16 (2012.8.29・30) 136 個人住宅 ピット6、溝1、遺物なし 市内15
27 駒林元町1-5-9・10 (2012.12.21) 133 個人住宅 時期不明土坑1、遺物なし 市内15

28 駒林元町1-3-8・14～16 (2013.2.21～25)
2013.5.21～27 1,208 宅地造成 中近世以降堀跡、溝1、磁器片、須恵器、

陶器 市内14

29 新駒林2-231-1 (2013.6.3～17) 2,200 店舗 土坑2、溝6、石器、近世陶磁器 市18
30 駒林元町1-3-7 (2013.6.19・20) 68.16 個人住宅 近世以降ピット3、陶磁器 市18
31 駒林元町1-5-5・6 (2013.9.17～27) 925 宅地造成 溝4、遺物なし 市18
32 駒林元町2-1-16 (2014.2.10) 132 個人住宅 遺構遺物なし 市18
33 駒林元町1-2-2 (2016.4.11) 130 個人住宅 遺構なし、土器片、須恵器 未報告
34 新駒林3-725-3 (2016.10.14) 163 共同住宅 泥面子、古銭、陶磁器 未報告

35 新駒林709-1～4、710-1・2
(2017.7.27・28、
8.21・22)
2017.8.23～9.4

1,815 分譲住宅 堀跡(古代～中世)溝4、土坑2(時期不明)、
石器、古銭、焙烙 市23

36 駒林元町1-7-4 (2017.9.19) 160 消防団倉庫 遺構遺物なし 未報告

37 新駒林2-216-1、217-1 (2018.3.5～7)
2018.3.12～16 2,515 店舗 堀跡1(中近世)、溝1(近世以降)、陶磁器

片、泥面子、土器片、砥石、須恵器 市23
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第 22 図　駒林遺跡遺構分布図 (1/2,000)



32 第 4 章　駒林遺跡第 35 地点の調査

構の存在を確認するため試掘調査を実施した。

　試掘調査は既存建物の解体作業の都合上、2017 年

7 月 27・28 日及び 8 月 21・22 日の 2 回に分けて実

施した。幅約 1.2 ～ 1.5m のトレンチ 11 本を設定し、

重機による表土除去後人力による表面精査を行ったと

ころ、中世以降の堀跡、土坑、時期不明の溝を検出した。

現地表面から遺構確認面までの深さは 30 ～ 50 ㎝で

遺跡への影響が避けられないため、原因者と再協議の

結果、原因者負担による本調査を行った。

　本調査は 8 月 23 日～ 9 月 4 日まで実施し、堀跡部

分に調査区を設定し、重機による表土除去後人力で掘

削を実施した。調査の結果、堀跡 1 本と堀に伴うピ

ット多数、土坑を検出した。なお、旧石器時代の調査

は行っていない。

Ⅲ　遺構と遺物

（１）堀跡

　調査区北側に位置する。2011 年に調査を実施し

た第 16・17 地点から続く堀跡で、東西方向に走行

し、東から西に向かって傾斜する。遺構の規模は上端

490 ～ 556 ㎝、下端 108 ～ 173 ㎝、深さ約 258 ㎝で、

断面形は逆台形を呈する。今回の調査で確認された全

長は約 30m で、両端とも調査区外へ延伸する。底部

に掘り込み等は認められず、平坦である。堀内の南側

斜面では複数のピットが検出されており、作業用の足

場として掘削された可能性が考えられる。ピットの詳

細に関しては、第 15 表に掲載した。出土遺物は僅か

に 1 点のみで、遺構に伴うものではない。覆土より

採取した土壌サンプルについてテフラ分析を実施した

結果、12 世紀以降に埋没したものと考えられる。なお、

土壌サンプル分析の詳細については附編として掲載し

た。

（２）土坑

　土坑の詳細については第 16 表参照。

①土坑 1

　調査区南西部、トレンチ 9 で確認した。土層の観

察から近世以降に帰属するものと考えられる。出土遺

物はない。

②土坑 2

　調査区北側で検出した。堀跡の北側の上端を切るよ

うに掘削されている。切り合い関係から堀跡より新し

いものと考えられる。出土遺物については第 26 図及

び第 18 表参照。

（３）溝

　溝の詳細については第 17 表参照。

①溝 1

　調査区東側に位置する。トレンチ 2 で検出した。

北東から南西方向に走行し、北東側は調査区外へ延伸

する。南西側は溝４に合流するものと考えられる。出

土遺物はなく、帰属時期は不明である。

②溝 2

　調査区南側に位置する。トレンチ 9・10 で検出した。

南西から北東方向に走行し、調査区外に延伸する。土

層の観察から、近世以降のものと考えられる。出土遺

物はない。

③溝 3

　調査区北側、堀跡の北側に位置する。撹乱で破壊さ

れているため正確な規模は不明だが、堀跡と走行方向

を同じくするものと想定される。非常に浅く、また出

土遺物もないため、正確な帰属時期は不明だが、比較

的新しい時期のものと考えられる。

④溝 4

　調査区東側に位置する。トレンチ 2 で検出した。

走行方向は南北を指向し、調査区外へ延伸するものと

考えられるが詳細は不明。途中で東側より溝 1 が合

流する。出土遺物がないため正確な帰属時期は不明で

ある。

（４）出土遺物

　出土遺物については第 26 図及び第 18 表に掲載し

た。全体として出土量が少なく、遺構の時期を決定す

るようなものは出土していない。
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第 23 図　駒林遺跡第 35 地点遺構配置図 (1/300)、土層 (1/150)
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第 24 図　駒林遺跡第 35 地点土坑・溝 (1/60)
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第 25 図　駒林遺跡第 35 地点堀跡 (1/120)
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第 26 図　駒林遺跡第 35 地点出土遺物 (1/4)

第 18 表　駒林遺跡第 35 地点出土遺物観察表　( 単位 cm・g )

図版番号 出土遺構 種別・器種 口径・長さ 底径・幅 高さ・厚さ 重量 技法・文様他 備 考
第26図-1 土坑2 砥石／荒砥 6.6 3.0 2.2 87.0 全面使用 砂岩
第26図-2 堀跡 凹石 9.6 5.1 6.2 443.7 凹み1 黒雲母花崗岩

第26図-3 遺構外 炻器・擂鉢 （29.2） - - - 轆轤・櫛目７本単位／焼締無釉／胎土：砂
粒・白褐色／口縁外帯3段、口縁内突帯

堺・明石／
19世紀前半

第26図-4 遺構外 縄文土器・胴部 地文斜位と縦位LR／黒色粒多 加曽利E
(　)は推定値

第 16 表　駒林遺跡第 35 地点土坑一覧表 ( 単位 cm) 第 17 表　駒林遺跡第 35 地点溝一覧表 ( 単位 cm)

№ 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考 № 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考
1 楕円形 25 × 16 7 × 6 33 12 方形 19 × 13 10 × 8 21.4 
2 楕円形 23 × 18 9 × 8 16 13 円形 25 × 24 22 × 19 45.6 
3 楕円形 51 × 36 7 × 6 80 14 三角形 15 × 11 8 × 6 11.2 
4 楕円形 22 × 19 9 × 8 25 15 楕円形 26 × 20 8 × 4 18 
5 隅丸三角形 76 × 39 30 × 25 14 16 楕円形 27 × 20 14 × 9 33.2 
6 楕円形 28 × 22 9 × 8 5.9 17 楕円形 29 × 17 12 × 7 17.4 
7 楕円形 26 × 18 8 × 7 24.6 18 円形 20 × 19 10 × 10 31.8 
8 円形 11 × 11 8 × 4 11.4 19 三角形 23 × 22 10 × 10 20.9 
9 楕円形 25 × 19 10 × 9 15 20 円形 18 × 15 9 × 9 23.8 

10 楕円形 31 × 23 11 × 10 28.1 21 楕円形 15 × 10 6 × 5 14.5 
11 楕円形 35 × 21 15 × 11 24 

№ 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考
1 不明 221 × (103) 63 × (21) 133.6 
2 隅丸方形 115 × 97 66 × 64 44.1 

№ 断面形態 上幅 下幅 深さ 備考
溝 1 ― ― 61 ～ 70 26.6 
溝 2 逆台形 45 ～ 90 27 ～ 37 14.6 
溝 3 U 字型 70 ～ 74 34 ～ 43 23.2 
溝 4 ― ― 40 ～ 53 59.3 

第 15 表　駒林遺跡第 35 地点堀跡内ピット一覧表 ( 単位 cm)



145写真図版駒林遺跡第 35 地点 (1) 11

駒林遺跡第 35 地点堀跡土層 駒林遺跡第 35 地点堀跡完掘

駒林遺跡第 35 地点土坑 1 駒林遺跡第 35 地点土坑 2

駒林遺跡第 35 地点溝 2 駒林遺跡第 35 地点溝 3

駒林遺跡第 35 地点堀跡完掘 2 駒林遺跡第 35 地点溝 1・4



写真図版146 駒林遺跡第 35 地点 (2)12

駒林遺跡第 35 地点トレンチ 4駒林遺跡第 35 地点トレンチ 3

駒林遺跡第 35 地点トレンチ 2駒林遺跡第 35 地点トレンチ 1
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